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資
料
報
告

中

井

履

軒

手

稿

懐
徳
堂
に
つ
い
て
の
文
献
史
料
は
全
体
と
し
て
厖
大
な
量
に
の

ぽ
る
。
史
料
は
大
別
し
て
記
録
文
書
類
と
著
述
稿
本
類
に
分
け
ら

れ
る
。
そ
の
内
、
学
校
運
営
に
関
わ
る
記
録
文
書
類
は
廃
校
後
散

侠
し
た
も
の
も
多
い
が
、
現
存
す
る
基
本
史
料
の
多
く
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
本
誌
に
「
懐
徳
堂
旧
記
」
と
題
し
て
翻
刻
掲
載
せ
ら

れ
た
（
『
懐
徳
』
第
十
一
号
ー
第
十
四
号
・
昭
和
九
年
ー
十
一
年
）
。

他
方
、
懐
徳
堂
関
係
学
者
の
著
述
類
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
記
念

会
に
よ
っ
て
『
複
徳
堂
遣
書
』
（
明
治
四
十
四
年
）
と
し
て
主
要

稿
本
類
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
他
の
代
表
的
著
述
類
に
つ
い
て
は

『
日
本
経
済
叢
書
』
（
大
正
四
年
）
『
日
本
儒
林
叢
書
』
（
昭
和

―
-l-
―
一
年
）
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』
（
昭
和
一
―
-
！
五
年
）

『
日
本
随
筆
大
成
』
（
昭
和
二
年
）
な
ど
に
お
い
て
一
部
が
活
字

化
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
•
著
述
稿
本
類
と
も
に

中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

遣
存
す
る
ら
す
る
と
部
分
的
に
す
ぎ
な
い
。
と
く
に
そ
の
こ

と
は
著
述
稿
本
類
に
つ
い
て
著
し
い
。
半
世
紀
ほ
ど
に
も
わ
た
っ

て
基
礎
的
文
献
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
種
々
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
今
ま
た
大
阪
の
学
問
文
化
の
伝
統
を
顧
み
、
さ
ら
に

近
世
日
本
の
学
問
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
懐

徳
堂
は
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
る
べ
き
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め

る
。
懐
徳
堂
を
新
た
な
研
究
の
姐
上
に
上
せ
る
た
め
に
は
、
新
た

な
資
料
の
発
掘
を
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
さ
き

に
そ
の
よ
う
な
稿
本
類
・
史
料
類
を
用
い
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

竹
山
•
履
軒
の
伝
記
や
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
（
『
中

井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
昭
和
五
十
五
年
、
明
徳
出
版
社
）
。
し
か

し
ま
だ
そ
の
活
用
は
一
端
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後
多
く
の
関

『
辮
妄
』

八

山

中

浩

之

小

堀

正



中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

心
を
も
つ
人
々
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
の
一
助
と
し
て
私
た
ち
は
か
つ
て
本
誌
が
行
な
っ
た
よ

う
に
、
一
部
ず
つ
で
は
あ
る
が
資
料
報
告
を
逐
次
掲
載
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
は
、
文
献
・
資
料
が
総
合

的
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

さ
て
、
今
回
翻
刻
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
大
阪
大
学
附

属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
・
中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』
一
冊
で
あ

る
。
こ
の
書
は
履
軒
の
日
本
古
代
史
に
対
す
る
見
方
を
、
国
学
者

へ
の
批
判
を
通
し
て
の
べ
た
も
の
で
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
観

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
大
き
く
三
つ
の

部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
日
は
古
代
史
を
中
心
と
し
た
時
代
区
分
論

で
あ
り
、
⇔
は
国
学
者
の
古
代
史
観
に
対
す
る
批
判
、
国
は
神
道

者
国
学
者
の
神
国
観
を
批
判
す
る
「
神
国
説
」
と
題
す
る
部
分
で

あ
る
。
途
中
で
切
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
必
し
も
完
全
な
体
裁

を
成
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
改
稿
の
跡
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
論
旨
に
も
矛
盾
は
な
く
、
ほ
ぽ
確
立
し
た
考
え
を
整
理
し
た

形
で
示
し
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
（
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

前
掲
書
拙
稿
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
実
は
こ
の
書
は
履
軒
手
稿
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
履
軒
著
述
で
あ
る
こ
と
を
直
接
明
示
す
る
記
載
が
欠
け

て
い
る
。
懐
徳
堂
文
庫
に
お
け
る
分
類
整
理
に
お
い
て
履
軒
手
稿

と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
恣
意
的
判
断

で
そ
う
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
と
も
と
こ
の
書
は
懐
徳

堂
中
井
家
に
伝
存
し
、
明
治
二
年
懐
徳
堂
廃
校
後
は
、
中
井
履
軒

の
子
孫
中
井
木
菟
麻
呂
氏
に
よ
っ
て
慎
重
に
保
存
さ
れ
て
き
た
も

の
の
一
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
う
し
た
伝
来
に
お
い
て
履
軒
手
稿

で
あ
る
こ
と
は
確
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
す
で
に

明
治
二
十
五
年
刊
『
百
首
贅
々
』
巻
末
の
「
水
哉
館
遣
編
書
目
」

の
中
に
こ
の
書
を
履
軒
著
述
の
一
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
た
だ
に
伝
来
の
あ
り
方
ば
か
り
で
な
く
、
木
冤
麻
呂
氏
自
身

が
履
軒
手
稿
の
内
容
・
書
体
を
読
み
ぬ
い
て
き
た
眼
識
が
そ
う
確

定
さ
せ
て
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
の
書
を
履

軒
手
稿
と
割
切
っ
て
考
え
て
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ

こ
に
一
っ
検
討
し
て
お
く
べ
ぎ
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
『
国
書
総
目
録
』
に
は
こ
の
懐
徳
堂
文
庫
本
を
漏
ら
し

て
お
り
、
こ
の
書
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
写
本
一
本
を

記
す
の
み
で
、
し
か
も
そ
の
著
者
名
は
「
中
井
竹
山
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
で
も
本
質
的
な
違
い
は

な
い
と
し
て
軽
視
で
き
る
問
題
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
中
井
履
軒

と
中
井
竹
山
と
は
は
っ
き
り
異
な
っ
た
個
性
で
あ
り
学
者
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
に
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
検
し
て
み
る
に
、
内
容
は
ま
っ

八
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た
＜
懐
徳
堂
本
と
同
一
で
あ
る
。
字
体
や
送
り
仮
名
程
度
の
異
同

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
―
―
―
つ
に
分
か
れ
る
各
部
に
お
け
る
、
平
仮

名
交
り
文
、
片
仮
名
交
り
文
の
書
き
分
け
方
も
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
懐
徳
堂
本
で
欄
外
に
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
一
箇
所
あ
る
が
、

書
陵
部
本
で
は
そ
れ
は
す
で
に
本
文
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
て
い

る
。
あ
る
い
は
、
書
陵
部
本
で
は
、
意
味
不
明
の
一
語
句
に
つ
い

て
「
原
本
ノ
マ
、
」
と
注
し
て
い
る
が
、
懐
徳
堂
本
で
は
も
ち
ろ

ん
注
記
な
ど
な
く
自
然
に
書
か
れ
て
い
る
。
書
陵
部
本
で
は
写
し

誤
り
の
訂
正
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
懐
徳
堂
本
に
は
そ
れ
は
ま
っ

た
く
な
く
、
書
き
か
け
た
文
章
を
消
し
た
箇
所
が
一
箇
所
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
書
陵
部
本
で
は
そ
の
部
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
書
き
方
の
点
か
ら
み
て
も
、
恢
徳
堂
本
が
手
稿
の
体
裁
を
も
っ

て
お
り
、
書
陵
部
本
は
、
そ
れ
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
（
但
、
筆
写
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
）

さ
て
俵
徳
堂
本
が
た
し
か
に
手
稿
原
本
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ

は
果
し
て
履
軒
の
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

竹
山
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
体
は
履
軒
の
手
で
あ
る
と
み

て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
書
体
と
い
う
も
の
が
か
な
り
主
観

的
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
弟
子
の
中
に
履
軒
の
書
体
を

模
倣
し
う
る
者
が
い
た
と
い
う
事
情
も
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
が
決

め
手
に
は
な
り
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
書
陵
部
蔵
本
に

中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

八
五

ほ
題
策
お
よ
び
内
表
紙
の
表
題
右
側
に
「
中
井
竹
山
述
」
と
は
っ

き
り
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
見
す
れ
ば
明
ら
か
に

本
文
の
筆
写
と
は
別
筆
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
著

者
名
の
も
と
も
と
な
か
っ
た
こ
の
写
本
に
、
後
に
誰
か
が
書
き
加

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
「
中
井
竹
山
述
」
と
書
き
加
え
た
の
か
。
そ
の
理
由

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
竹
山
述
で
あ
る
こ
と
を
糠
極
的
に
語
る
も

の
は
こ
の
書
そ
の
も
の
に
は
な
に
も
な
い
。
こ
の
書
陵
部
蔵
本
は

も
と
も
と
鷹
司
家
城
南
館
所
蔵
本
で
あ
っ
た
（
一
丁
表
蔵
書
印
）
。

竹
山
の
妻
は
鷹
司
家
領
京
都
川
嶋
村
の
革
嶋
家
か
ら
き
て
お
り
、

そ
の
妻
の
弟
革
嶋
左
門
は
懐
徳
堂
に
寄
宿
し
て
学
び
、
そ
の
後
腿

司
家
に
奉
仕
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
写
本
は

筆
写
者
が
記
さ
れ
ず
、
左
門
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ

ら
く
こ
の
よ
う
な
関
係
の
中
で
筆
写
さ
れ
て
鷹
司
家
に
入
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
、
ま
た
誰
か
に
よ
っ
て
、
左
門
の
師
で
あ

り
、
革
嶋
家
の
後
見
役
で
あ
っ
た
中
井
竹
山
が
著
述
者
と
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
中
井
竹
山
述
」
と
い
う
付
加
は
、
こ
の

よ
う
な
関
係
を
知
る
も
の
が
推
測
で
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
中
井
竹
山
述
」
と
い

う
の
は
、
筆
写
者
自
身
に
よ
る
記
述
で
は
な
く
、
第
一
＝
者
に
よ
る

推
測
に
よ
る
も
の
で
、
甚
だ
根
拠
薄
弱
で
心
も
と
な
い
も
の
な
の



中
井
履
軒
手
稿
『
弊
妄
』

で
あ
る
。
誤
ま
っ
た
付
加
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
こ
の
書
は
、
履
軒
著
述
で
あ
る
こ
と
を
稼
極
的

に
い
い
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
稿
本
に
直
接
明
示
す

る
記
載
は
な
い
。
し
か
し
履
軒
の
著
述
に
は
む
し
ろ
署
名
が
な
い

も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
や
は
り
伝
来
の
あ
り
方
、
書
体
な

ど
か
ら
み
て
そ
れ
は
竹
山
の
も
の
で
あ
る
よ
り
は
、
履
軒
手
稿
で

あ
る
こ
と
へ
と
遮
か
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
の
巻
末
に
森
列
峰
と

菅
猪
戸
の
評
語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
者
に
よ
る
評
語

は
、
他
の
履
軒
著
述
の
巻
末
な
ど
に
時
々
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

（
た
と
え
ば
『
弊
帯
季
編
』
）
。
こ
の
こ
と
も
こ
の
書
が
履
軒
著
述

で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
以
上
の
外
的
形
式
的
な
あ
り
方
だ
け
か
ら
い
っ
て

も
、
「
竹
山
述
」
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
懐
徳
堂
本

は
履
軒
手
稿
で
あ
る
と
考
定
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実

は
、
内
容
上
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
確
証
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
が
な
い
。

そ
の
点
お
よ
び
、
本
書
に
記
載
の
な
い
成
立
年
時
の
問
題
に
つ
い

て
は
別
稿
を
予
定
し
た
い
と
思
う
。

と
も
あ
れ
書
陵
部
蔵
写
本
に
基
く
『
国
書
総
目
録
』
の
著
者
名

記
載
は
「
中
井
竹
山
」
で
は
な
く
「
中
井
履
軒
」
と
訂
正
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
書
は
、
今
ま
で
『
通
語
』
で
代
表
さ

れ
て
い
た
履
軒
の
歴
史
観
に
つ
い
て
、
大
き
な
変
化
発
展
の
あ
っ

た
こ
と
を
新
た
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
懐
徳
堂
学
派
の
歴
史
観
と
し
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
っ

も
の
で
あ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
懐
徳
堂
文
庫
蔵
中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』
一
冊
の
書
誌
的

体
裁
は
、
袋
綴
一
冊
、
全
十
五
丁
、
縦
二
十
四
・
八
糎
、
横
十

六
・
七
糎
で
、
表
紙
左
肩
に
「
辮
妄
」
と
題
す
、
本
文
は
毎
半
葉

九
行
の
罫
紙
を
用
い
る
が
、
一
行
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
で
き
る
か
ぎ
り
と
ど
め

る
こ
と
に
努
め
た
が
、
閲
読
の
便
を
考
え
、
次
の
よ
う
な
処
置
を

適
宜
施
し
た
。

H
句
読
点
を
適
宜
設
け
た
、
⇔
字
体
に
つ
い
て
は

原
本
の
字
体
を
で
き
る
か
ぎ
り
と
ど
め
た
が
、
変
体
仮
名
・
異
体

字
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
現
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
「
メ
」

は
「
シ
テ
」
と
し
た
が
、
「
7
」
（
事
）
「
圧
」
（
ト
モ
）
な
ど
当

時
の
慣
用
字
句
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

（
付
記
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
辮
妄
』
（
写
本
一
冊
）
の
閲

覧
に
つ
い
て
は
、
米
田
雄
介
氏
の
御
世
話
に
預
っ
た
。
記
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
堀
一
正
・
守
口
北
高
等
学
校
教
諭
）

（
山
中
浩
之
・
大
谷
女
子
大
学
講
師
）

八
六



辮
妄

紳
武
紀
日
自
天
祖
降
誕
逮
子
今
一
百
七
十
九
萬
二
千
四
百
七
十
餘

歳

コ
ノ
年
数
ノ
間
ヲ
太
古
ノ
紀
卜
稲
ス
ヘ
シ

コ
ノ
年
敷
ヲ
暑
ッ
テ
ニ
百
萬
歳
卜
云
テ
可
也
、
百
八
十
萬
ニ
テ
モ
ヨ

シ
、
力
、
ル
大
数
ニ
ハ
奇
零
ヲ
数
ル
ニ
及
バ
ズ
鱈
い
戸
環
に
虐
論
鱈

麟
鰐
霜
望

コ
ノ
間
ヲ
地
誹
五
代
卜
云
偲
ヘ
タ
リ
、
ア
マ
リ
ニ
代
数
ノ
少
キ

1
也。

コ
ノ
間
ハ
漢
ノ
三
皇
ノ
代
二
比
ス
ヘ
キ
ニ
ャ
、
但
天
下
ノ
経
理
ハ
イ
マ

タ
出
来
ザ
レ
バ
帝
王
ノ
業
ナ
ッ
、
名
琥
モ
ナ
ッ
、
此
ハ
ス
コ
ツ
営
ラ
ヌ

所
ナ
リ
。

三
皇
紀
二
春
秋
緯
ヲ
引
テ
、
自
開
闘
至
子
獲
麟
凡
三
百
二
十
七
萬
六
千

歳
ト
イ
ヘ
ル
文
二
依
傲
シ
テ
我
マ
ケ
ジ
ノ
心
ニ
テ
言
始
メ
ク
ル
数
ニ
ゾ

ア
ラ
ン
。

又
云
天
皇
氏
十
二
世
各
一
萬
九
千
歳
、
地
皇
氏
十
一
世
各
一
萬
八
千

歳
、
人
皇
氏
五
十
世
合
四
萬
五
千
六
百
歳
、
コ
ノ
下
又
五
龍
氏
隧
人
氏

等
十
七
琥
ア
リ
、
上
ノ
三
皇
ヲ
合
セ
テ
華
敷
百
世
卜
云
、
力
、
ル
世
敷

ナ
ラ
デ
ハ
三
百
餘
萬
ノ
年
敷
ニ
ハ
相
應
セ
ズ
、
此
ニ
テ
ハ
ニ
百
萬
歳
ヲ

ク
ゞ
五
代
ト
ス
、
甚
不
相
應
ノ
敷
ノ
ミ
、
至
ラ
拙
キ

1
也
。
モ
ト
ヨ
リ

同
ク
虚
誕
ナ
レ
ド
其
虚
誕
ニ
モ
巧
拙
ア
ル
ゾ
カ
シ
。

コ
ノ
間
ノ
人
民
ハ
獣
ノ
山
二
在
鳥
ノ
林
二
在
、
魚
ノ
水
二
在
、
畠
ノ
野

二
在
ヵ
如
シ
。

小
ノ
肉
ハ
大
ノ
食
ト
テ
、
ソ
ノ
中
ノ
悩
大
ノ
者
ハ
弱
小
ヲ
殺
シ
テ
食

フ
。
是
ヲ
サ
バ
ヘ
ナ
ス
ア
ラ
フ
ル
誹
卜
稲
ス
ル
也
。
二
萬
歳
ノ
間
ニ
コ

中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

ノ
悪
誹
ヲ
誅
減
シ
テ
萬
民
ヲ
救
フ
ホ
ド
ノ
天
孫
ハ
無
リ
ジ
ニ
ャ
、
然
ハ

天
孫
ト
テ
モ
拙
ク
マ
ッ
／
＼
ケ
ン
、
カ
ノ
誹
秘
卜
云

1
ヲ
知
ザ
ル
身
ニ

テ
ハ
如
何
ト
モ
定
メ
ガ
タ
シ
。

コ
ノ
間
ハ
偲
説
モ
至
テ
少
、
コ
ノ
ニ
萬
歳
ノ
上
二
天
紳
ノ
時
ヲ
併
七
テ

紳
代
巻
ハ
タ
ゞ
一
冊
ア
リ
此
ニ
テ
モ
知
ベ
シ
。

書
紀
ニ

八
七

ニ
紳
武
ヨ
リ
應
紳
ノ
初
マ
テ
千
歳
質
数
ハ
七
十
年
不
足
。

コ
ノ
問
ヲ
人
皇
ノ
初
紀
卜
稲
ス
ベ
ッ
。

コ
ノ
間
ハ
荒
鴻
ノ
世
ナ
リ
、
漢
ノ
伏
羨
紳
農
黄
帝
類
頭
等
ノ
世
二
比
ス

ベ
キ
カ
。

コ
ノ
間
ノ
ー
ハ
文
字
鉦
心
ハ
皆
人
間
ノ
偲
説
ノ
ミ
ニ
テ
虚
誕
ハ
半
二
過

ベ
ッ
。
日
本
紀
ハ
ソ
ノ
偲
説
ヲ
文
字
二
載
ク
ル
ナ
リ
、
別
二
證
捩
ハ
無

ル
ベ
ッ
。

コ
ノ
間
ノ
人
民
ハ
類
蒙
ニ
テ
巧
詐
ナ
シ
、
老
睛
ノ
好
ム
ヘ
キ
所
ナ
レ
圧

ソ
ノ
質
ハ
愚
昧
ノ
ミ
、
不
善
ヲ
作
テ
モ
ソ
ノ
不
善
ヲ
知
ザ
レ
バ
人
二
隠

ス
1
ナ
シ
、
肺
學
者
ハ
コ
ノ
愚
昧
ヲ
指
テ
直
ナ
リ
清
ナ
リ
ト
テ
崇
プ
ナ

ル
ベ
シ
、
今
粛
慎
ノ
地
ノ
内
ニ
テ
蝦
夷
卜
名
付
ル
モ
ノ
、
ソ
ノ
民
愚
昧

ニ
シ
テ
巧
詐
ナ
ジ
、
亦
自
風
習
ア
リ
テ
諸
事
格
法
ア
ル
ガ
如
シ
、
ス
ベ

テ
ハ
コ
ノ
荒
鴻
ノ
姿
ナ
リ
、
誹
學
者
是
ヲ
好
ム
ナ
ラ
バ
粛
慎
二
入
テ
住

民
ジ
タ
ル
ゾ
ヨ
キ
、
今
ノ
世
ノ
政
ニ
テ
〈
定
メ
テ
願
望
ノ
如
ク
免
許
ア

ル
ベ
シ
。

應
紳
ヨ
リ
推
古
ノ
初
マ
テ
三
百
歳
質
敷
〈
三
十
四
年
ア
マ
ル
。

コ
ノ
間
ヲ
人
皇
ノ
第
二
紀
卜
稲
ス
ベ
シ
。

コ
ノ
間
ハ
文
字
出
来
テ
記
録
モ
暑
サ
ダ
カ
ナ
リ
、
文
化
モ
漸
開
ル
ヤ
ウ

ナ
レ
ト
ナ
ヲ
荒
鴻
ヲ
離
レ
ズ
。



中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

推
古
ョ
リ
後
鳥
弱
マ
テ
六
百
歳
賓
敷
ハ
九
年
不
足
。

是
ヲ
人
皇
ノ
第
三
紀
卜
稲
ス
ベ
シ
。

推
古
十
六
年
始
テ
遺
隋
使
ヲ
立
玉
フ
、
又
二
十
年
ヲ
鰹
テ
舒
明
元
年
遣

唐
使
ヲ
立
玉
フ
、
是
ョ
リ
漢
土
ノ
法
入
束
テ
文
物
盛
ニ
ナ
レ
リ
、
然
ル

ニ
コ
ノ
盛
卜
云
モ
隋
唐
ノ
醜
榮
制
度
刑
政
ヲ
移
シ
タ
ル
ノ
ミ
、
倶
ノ
先

王
ノ
證
榮
刑
政
ハ
彼
土
ニ
モ
ハ
ヤ
ク
紹
タ
リ
、
此
邦
二
束
ベ
キ
ャ
ウ
ナ

シ
、
故
二
専
學
ヒ
修
ル
ハ
後
世
ノ
蓋
架
制
度
刑
政
ノ
ミ
、
孔
子
ノ
数
ハ

影
響
ノ
ミ
ニ
テ
紙
上
ノ
談
ナ
リ
、
故
二
儒
数
入
束
ト
ハ
云
カ
タ
ッ
、
又

コ
ノ
前
欽
明
・
敏
逹
・
用
明
ノ
御
世
ョ
リ
佛
法
ハ
ヤ
ク
入
来
テ
コ
ノ
比

ヨ
リ
盆
盛
ニ
ナ
レ
バ
カ
タ
人
＼
以
テ
儒
数
ノ
行
ハ
レ
ヌ
ハ
ソ
ノ
筈
ノ
ー

也
、
世
二
王
法
卜
稲
ス
ル
ハ
隋
唐
以
来
ノ
制
度
刑
政
ヲ
傲
ヒ
タ
ル
モ
ノ

也
、
コ
ノ
邦
ニ
テ
少
シ
取
舎
ハ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
大
抵
カ
ハ
ル

1
ナ
シ
、

孔
子
ノ
数
ト
ハ
大
二
異
ナ
リ
。

紳
學
者
ハ
皆
文
盲
ナ
レ
ハ
凡
唐
土
ョ
リ
入
束
ル
膿
柴
制
度
刑
政
ハ
皆
儒

数
也
、
孔
孟
ノ
法
也
卜
思
ヘ
リ
、
世
二
蹄
テ
サ
ア
ラ
ヌ

1
ヲ
知
ズ
、
凡

隋
屈
ノ
刑
政
ハ
大
抵
ハ
申
韓
刑
名
ノ
術
ナ
リ
鱈
似
咋
爪
麟
麟
豆
布

紳
學
者
ハ
刑
名
ノ
惨
刻
ヲ
愉
テ
此
ヲ
儒
数
ト
テ
非
ス
ル
也
、
遂
二
此
ヲ

0
、
マ
）

以
テ
孔
孟
ヲ
諮
ル
ハ
図
國
呑
椒
ト
イ
フ
ベ
ッ
、
其
言
二
儒
敦
ハ
表
ニ
ハ

美
言
ヲ
吐
テ
底
ニ
キ
タ
ナ
キ
心
ア
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
大
ナ
ル
謬
ナ
レ
托
ソ

ノ
云
タ
ル
ワ
ケ
ハ
シ
レ
タ
リ
、
恙
彼
ラ
孔
孟
ノ
言
ヲ
誼
テ
ハ
仁
義
慈
良

ノ
意
蒻
然
ク
レ
戻
刑
政
ノ
惨
刻
ヲ
見
ハ
其
言
卜
違
フ
ト
テ
カ
、
ル
誹

謗
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
孔
孟
ノ
時
ニ
ハ
申
韓
ハ
イ
マ
ダ
生
レ
ズ
、
刑
名
ノ
惨

刻
ハ
孔
孟
ノ
知
ザ
ル

1
也
、
刑
名
ハ
一
流
ニ
テ
儒
数
二
封
シ
テ
イ
フ
儒

ノ
外
ナ
ル
術
也
、
此
ヲ
以
テ
孔
孟
ヲ
誼
ル
ハ
ア
マ
リ
ニ
無
骸
ナ
ル
ー

也
、
管
ヘ
ハ
ニ
テ
人
ヲ
打
殺
ガ
ア
マ
リ
無
残
ナ
リ
ト
云
テ
此
ヲ
以

テ
楠
中
脆
ノ
兵
術
ヲ
館
ガ
ゴ
ト
シ
、
文
盲
二
非
シ
テ
何
ゾ
ヤ
。

今
批
ノ
儒
者
ニ
モ
亦
文
盲
人
ア
リ
テ
、
凡
唐
土
ョ
リ
入
束
シ
法
制
井
ニ

書
藉
二
載
タ
ル

1
ハ
皆
善
卜
思
フ
心
ョ
リ
誹
學
者
ノ
誹
謗
ヲ
念
テ
タ
ゞ

一
言
二
撃
破
ラ
ン
ト
ス
レ
圧
彼
ガ
謬
ノ
出
慮
ヲ
窮
論
セ
ズ
、
且
諸
ノ
法

制
律
令
マ
デ
モ
皆
善
事
也
ト
イ
フ
故
、
彼
又
服
七
ズ
、
水
懸
論
ニ
ナ
リ

テ
終
二
勝
負
判
レ
ズ
、
此
ハ
文
盲
ク
ラ
ベ
ト
云
ベ
シ
。

漠
世
二
律
令
ヲ
定
メ
シ
ョ
リ
後
、
始
テ
天
下
ヲ
取
タ
ル
君
ハ
第
一
―
―
心

ヲ
用
テ
修
定
ス
ル
ー
ー
ー
ナ
リ
タ
リ
、
此
邦
ノ
律
令
モ
唐
制
二
傲
テ
修
タ

リ
、
元
来
申
韓
ノ
刑
名
ナ
レ
バ
善
ト
ハ
思
ハ
レ
ヌ

l
ナ
レ
ド
郡
縣
ノ
治

世
ニ
テ
ハ
無
テ
叶
ハ
ヌ
ワ
ケ
ア
リ
、
モ
シ
先
王
ノ
封
建
ノ
治
ナ
リ
七
バ

此
ハ
イ
ラ
ヌ
モ
ノ
也
、
コ
ノ
説
甚
長
シ
。

後
鳥
弱
ヨ
リ
今
マ
テ
六
百
歳
質
数
ハ
ニ
十
餘
年
ア
マ
ル
。

コ
ノ
六
百
歳
二
後
二
年
ノ
敷
ヲ
合
七
テ
大
抵
千
歳
ノ
間
ヲ
人
皇
第
四
紀

卜
稲
ス
ヘ
シ
。

慎
淵
曰
、
こ
の
御
國
の
大
御
敦
ハ
い
と
大
き
に
廣
け
れ
ハ
民
ハ
志

ら
す
し
て
お
の
つ
か
ら
お
さ
ま
り
て
一
人
／
＼
に
こ
ま
か
に
数
ゆ

と
も
守
る
人
も
な
く
廣
き
世
に
志
き
い
た
る
こ
と
も
な
し
、

G
r
)
 

元
居
宣
長
ハ
コ
レ
ヲ
祖
ト
シ
テ
更
ニ
イ
カ
メ
シ
ク
イ
ヒ
罵
レ
托
、
ソ
ノ

筵
ハ
コ
ノ
一
言
ノ
外
二
出
ズ
、
ソ
ノ
他
ノ
紳
學
者
モ
大
抵
コ
ノ
類
ニ
テ

別
二
拳
テ
縮
ズ
ル
ニ
ク
ラ
ズ
、
宣
長
ハ
肪
心
深
ク
シ
テ
姦
ア
ル
人
也
、

自
迂
怪
ノ
論
ヲ
立
テ
後
ニ
ハ
垂
加
ナ
ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
―
流
ノ
祖
卜
仰
ガ
レ

ン
ト
ノ
大
願
ア
リ
、
故
二
誤
前
ノ
意
甚
シ
、
諸
ノ
謬
迷
迂
怪
ノ
言
ハ
ミ

1

、1
、

I
I
 



ナ
コ
ノ
勝
心
設
前
ョ
リ
湧
出
ル
也
、
何
事
ニ
ヨ
ラ
ズ
外
國
ハ
悪
シ
、
日

本
ハ
善
卜
云
ヲ
趣
向
卜
立
タ
ル
也
、
是
ラ
ハ
不
直
二
非
ヤ
、
不
直
ノ
人

ニ
シ
テ
直
ナ
ル
道
ヲ
廣
メ
ソ
ト
欲
ル
ハ
元
来
無
理
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
故
ニ
ソ

ノ
言
ハ
皆
辮
ス
ル
ニ
タ
ラ
ズ
。

さ
ら
ハ
も
と
よ
り
大
御
敦
て
ふ
も
の
ハ
か
つ
て
な
き
こ
と
A

志
ら

る
4

な
り
、
こ
れ
ハ
至
徳
不
言
之
敦
と
い
ふ
に
や
あ
ら
ん
、
こ
の

言
ハ
五
帝
紀
な
と
に
も
出
た
り
、
轄
記
に
も
あ
り
、
ミ
な
老
旺
の

逍
臭
な
る
へ
し
、
今
さ
ら
に
辮
ず
へ
き
に
も
あ
ら
す
か
し
、
又
其

い
へ
る
大
御
敦
の
あ
り
し
と
ハ
い
つ
の
こ
ろ
を
さ
し
て
い
へ
る
に

や
あ
ら
ん
、
も
し
太
古
の
紀
二
萬
歳
の
間
な
ら
ハ
偉
説
も
い
た
り

て
す
く
な
し
、
西
洲
の
邊
郡
に
い
ま
し
て
瑞
穂
の
國
を
阪
く
志
ろ

し
め
し
た
る
に
も
あ
ら
す
、
は
つ
か
な
る
偲
説
も
迂
怪
の
ミ
に
て

夢
の
こ
と
く
ま
ほ
ろ
し
の
こ
と
く
敦
に
似
た
る
こ
と
ハ
か
つ
て
見

へ
ね
ハ
引
あ
け
て
是
非
す
へ
き
か
た
な
し
、
も
し
人
皇
初
紀
千
歳

の
間
な
ら
ハ
鳳
逆
も
時
々
お
こ
り
筵
試
も
折
々
あ
り
て
朝
庭
も
安

か
ら
す
、
東
北
の
國
々
ハ
域
中
の
蝦
夷
い
ま
た
順
服
せ
す
、
境
場

（
構
外
書
入
）

の
戦
争
ハ
常
の
こ
と
に
て
時
々
ハ
征
討
の
大
戦
あ
り
、
〔
又
熊
襲

の
親
征
度
々
あ
り
三
韓
の
征
あ
り
〕
四
海
波
静
な
る
至
治
の
御
代

ハ
な
し
、
敦
て
ふ
こ
と
ハ
す
こ
し
も
見
へ
す
、
こ
の
間
も
い
ま
た

文
字
あ
ら
さ
れ
ハ
ミ
な
偉
説
な
め
り
、
偲
説
ハ
虚
誕
多
し
、
今
の

中
井
履
軒
手
稿

か
く
い
へ
れ
ハ
君
た
る
人
の
民
を
敦
る
こ
と
ハ
な
き
な
り

八
九

世
に
て
も
百
里
を
隔
た
る
境
の
偲
説
ハ
虚
誕
ハ
半
也
、
ま
い
て

百
里
を
隔
て
千
百
年
を
歴
た
る
偉
説
を
や
、
今
ハ
偲
説
な
か
ら
も

日
本
紀
に
操
て
い
ふ
な
り
、
か
つ
て
推
量
の
言
に
あ
ら
す
、
も
し

第
二
紀
三
百
歳
の
間
な
ら
ハ
文
字
す
て
に
わ
た
り
き
た
れ
ハ
時
の

記
録
も
あ
る
へ
し
、
仁
徳
の
御
代
ハ
よ
く
お
さ
ま
り
し
と
後
の
世

ま
て
も
あ
ふ
き
奉
る
こ
と
な
れ
と
登
極
の
前
に
御
兄
大
山
守
を
殺

し
給
へ
り
、
こ
れ
ハ
何
と
や
ら
ん
慕
に
似
た
り
、
蝦
夷
の
風
に
賂

軍
田
道
戦
死
の
こ
と
あ
り
、
大
役
な
る
へ
し
、
宿
僕
の
叛
凰
あ
り
、

季
の
年
に
仲
皇
子
の
反
あ
り
、
志
か
れ
ハ
こ
れ
も
至
治
と
ハ
い
ひ

か
た
し
や
、
こ
の
次
々
に
安
康
の
冥
立
、
太
子
を
殺
し
給
ふ
、
其

後
又
大
草
香
皇
子
を
殺
し
、
敷
年
な
ら
す
し
て
眉
輪
の
賦
に
あ
ひ

給
ふ
、
雄
暑
こ
の
風
を
た
い
ら
け
て
更
に
あ
ま
た
の
皇
子
を
殺
し

給
ふ
、
こ
A

に
て
皇
統
も
絶
な
ん
と
す
る
に
い
た
る
、
こ
れ
も
築

に
似
た
り
、
仁
賢
の
御
代
に
賃
鳥
の
乱
あ
り
、
武
烈
ハ
暴
虐
の
名

高
し
、
こ
の
御
代
に
磐
井
の
叛
あ
り
、
宣
化
欽
明
の
間
に
三
韓
の

軍
興
お
ほ
し
、
用
明
の
季
の
年
馬
子
ハ
穴
穂
皇
子
お
よ
ひ
守
屋
を

殺
し
て
崇
峻
帝
を
た
て
、
数
年
に
し
て
又
帝
を
試
し
奉
り
て
例
も

な
き
女
帝
を
た
て
た
り
、
こ
の
推
古
の
御
代
に
遣
隋
使
を
た
て
漠

法
を
移
し
給
ふ
、
推
古
よ
り
後
ハ
第
三
紀
に
あ
た
れ
り
、
漠
法
入

た
れ
ハ
こ
の
後
の
こ
と
ハ
こ
A

に
い
は
す
。

右
に
拳
た
る
く
さ
／
＼
ハ
ミ
な
罰
家
の
大
動
風
な
り
、
國
々
す
こ
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し
つ
4

の
戦
争
お
よ
ひ
境
外
の
小
事
ハ
い
は
す
、
こ
れ
見
た
ま
へ

漢
法
い
ま
た
わ
た
ら
ぬ
前
も
國
ハ
よ
く
も
お
さ
ま
ら
さ
り
し
、
そ

れ
を
大
御
敦
ハ
数
へ
す
し
て
國
お
の
つ
か
ら
お
さ
ま
る
と
い
ふ
、

ま
た
こ
の
数
に
て
外
夷
ま
て
も
よ
く
順
服
す
と
宣
長
な
と
ハ
い
ふ

な
り
、
何
を
證
捩
と
し
て
い
ふ
に
や
あ
ら
ん
、
む
か
し
東
北
の
蝦

夷
ハ
上
毛
・
下
毛
を
境
界
と
す
、
お
よ
そ
日
本
半
國
と
い
ふ
へ
し
、

初
紀
よ
り
第
二
紀
の
季
ま
て
千
三
百
歳
の
間
王
命
を
受
す
合
戦
や

む
こ
と
な
し
、
彼
ハ
上
古
よ
り
ミ
つ
か
ら
國
を
た
て
た
り
、
時
々

大
軍
を
起
し
て
呑
嘆
す
る
ハ
彼
そ
の
園
を
ひ
ろ
め
ん
と
す
る
な

り
、
わ
か
國
よ
り
そ
れ
を
反
逆
と
ハ
い
へ
と
ま
こ
と
ハ
反
の
字
ハ

つ
け
か
た
し
、
君
臣
の
襲
を
定
め
た
る
こ
と
な
か
り
し
故
な
り
、

も
し
大
御
敦
に
て
是
を
順
服
さ
セ
な
ハ
よ
き
敦
と
も
い
ふ
へ
き
を

さ
ハ
あ
ら
す
、
三
韓
の
内
も
は
し
め
お
ハ
り
わ
か
図
に
順
ひ
し
ハ

(
r
マ
）

百
演
な
り
、
高
麗
新
羅
ハ
畔
服
常
な
し
、
大
か
た
ハ
畔
き
か
ち
な

り
、
わ
か
図
よ
り
つ
か
は
す
軍
兵
ハ
常
に
百
済
を
救
ひ
て
高
麗
新

羅
と
戦
ふ
な
り
、
わ
か
國
の
傍
弊
甚
し
き
こ
と
な
り
か
し
、
な
と

か
の
大
御
数
に
て
是
ヲ
順
服
さ
セ
さ
る
や
、
い
か
に
紙
上
の
談
な

れ
ハ
と
て
こ
の
蝦
夷
三
韓
を
順
服
と
ハ
よ
く
こ
そ
い
ひ
け
れ
、
此

に
て
も
も
ろ
／
＼
の
虚
誕
ハ
志
り
ぬ
へ
し
、

わ
か
図
の
風
外
國
ま
て
も
稲
美
せ
し
ハ
百
王
一
姓
な
め
り
、
ま
こ

と
に
外
國
の
人
に
む
か
ひ
て
ほ
こ
る
へ
き
ハ
唯
こ
の
一
事
な
り
、

さ
れ
と
ま
た
其
中
に
く
さ
／
＼
の
こ
と
あ
る
へ
し
。

臣
子
の
試
逆
ハ
其
罪
一
な
り
、
姓
の
異
同
に
て
浅
深
あ
る
こ
と
な

し
、
馬
子
の
悪
ハ
試
の
ミ
に
て
天
位
を
纂
ハ
ね
ハ
誹
學
者
ハ
ふ
か

く
ハ
と
か
め
ぬ
に
や
、
い
と
い
ふ
か
し
、
お
よ
そ
諸
皇
子
の
帝
太

子
を
試
殺
し
て
天
位
を
纂
ひ
た
る
安
康
の
類
ハ
お
な
し
く
大
悪
な

り
、
其
皇
子
の
時
ハ
も
と
よ
り
帝
の
臣
な
れ
ハ
な
り
、
こ
れ
を
も

ふ
か
く
ハ
と
か
め
ぬ
に
や
、
築
試
な
れ
と
お
な
し
天
孫
の
裔
な
れ

ハ
天
位
を
嗣
に
難
な
し
と
思
ふ
に
や
、
お
な
し
纂
試
な
れ
と
も
異

姓
の
臣
ハ
あ
し
く
同
姓
の
臣
ハ
く
る
し
か
ら
す
と
い
ふ
に
や
、
試

ハ
す
れ
と
築
な
き
ハ
其
罪
浅
し
と
い
ふ
に
や
、
今
凡
下
の
士
庶
の

子
弟
其
宗
主
を
殺
し
て
其
家
を
押
領
志
た
ら
ハ
君
臣
に
あ
ら
す
と

て
も
大
罪
と
い
ふ
へ
し
、
こ
れ
ら
を
い
か
A

お
も
ふ
に
や
、
眉
輪

の
試
逆
ハ
た
れ
も
／
＼
に
く
む
な
り
、
も
し
こ
の
風
に
志
を
ゑ
て

天
位
を
築
ひ
た
ら
ハ
お
な
し
天
孫
の
裔
な
れ
ハ
と
て
罪
と
も
思
ハ

ぬ
に
や
、
お
よ
そ
紳
學
者
の
心
は
か
り
量
り
か
た
き
も
の
ハ
な

（
マ
マ
）

し
、
も
し
か
の
大
御
数
の
放
に
て
こ
の
園
ハ
い
に
し
へ
よ
り
天
位

に
お
き
て
ハ
纂
試
の
こ
と
な
か
り
し
と
い
ひ
も
せ
は
ま
こ
と
に
た

ふ
と
ミ
奉
る
へ
き
を
、
か
れ
ら
も
ひ
た
ふ
る
に
さ
ハ
ゑ
い
は
ぬ
そ

い
た
ハ
し
き
や
、
そ
れ
さ
ヘ
ミ
た
り
に
か
く
い
ふ
紳
學
も
あ
り
と

聞
な
り
、
何
を
證
披
と
す
る
に
や
。

湯
武
放
伐
の
こ
と
ハ
す
こ
し
も
道
理
に
そ
む
き
た
る
こ
と
ハ
な
け

九
〇



れ
と
、
こ
の
國
に
あ
り
ふ
れ
ぬ
こ
と
な
れ
ハ
誹
學
者
の
と
に
か
く

に
そ
し
る
ハ
無
理
な
ら
す
、
も
ろ
こ
し
に
て
も
後
世
さ
ま
／
＼
の

悪
逆
人
い
て
束
て
湯
武
を
か
た
と
な
し
て
お
の
れ
か
悪
を
か
さ
る

も
の
お
ほ
け
れ
ハ
、
そ
れ
を
に
く
む
す
さ
ミ
に
湯
武
ま
て
を
そ
し

る
者
す
く
な
か
ら
す
、
こ
の
こ
と
ハ
り
は
い
と
ふ
か
き
こ
と
に
て

よ
く
道
理
を
わ
き
ま
へ
た
る
人
な
ら
て
ハ
志
ら
ぬ
こ
と
な
り
、
ま

た
わ
か
國
に
て
2

用
な
き
こ
と
な
れ
ハ
捨
て
論
セ
す
、
ま
た
そ
し

ら
ぬ
そ
よ
き
、
紳
學
者
に
む
か
ひ
て
論
す
へ
き
こ
と
に
あ
ら
す
、

か
れ
ら
ハ
い
つ
ま
て
も
こ
の
惑
ハ
と
け
ま
し
き
こ
と
な
れ
は

（
※
原
本
、
こ
こ
で
途
切
れ
て
い
る
）

通
考初
紀
千
歳
ノ
間

コ
ノ
帝
ハ
兄
手
研
耳
ヲ
殺
シ
テ
後
二
位
二
郎
玉
ヘ
リ
、
前
二
歳
ハ
紀
年
ナ
ジ
、

綬
靖
手
研
耳
天
皇
ノ
年
ナ
ル
ニ
ャ
然
ハ
冥
試
ナ
ル
ベ
シ
。

崇
紳
コ
ノ
御
代
天
下
叛
風
大
二
起
ル
、
四
道
将
軍
ヲ
置
テ
此
ヲ
討
平
ス
。

垂
仁
狭
穂
彦
ノ
反
ア
リ
。

景
行
熊
襲
ノ
反
ア
リ
、
親
征
ア
リ
、
日
本
武
ノ
討
ア
リ
、
同
ク
蝦
夷
ノ
討
ア
リ
。

元
年
ノ
前
一
歳
ハ
紀
年
ナ
ツ
、
撚
襲
ノ
コ
ト
ニ
何
ゾ
一
見
ア
リ
シ
ャ
、
コ
ノ

介
1

ぷ
、
帝
ハ
景
行
ノ
孫
ナ
リ
、
成
務
ノ
太
子
二
非
故
二
筵
試
ノ
疑
ア
リ
、
蒲
見
王
ヲ

殺
7
ア
リ
、
熊
襲
ノ
反
ア
リ
、
親
征
ア
リ
、

季
年
崩
後
紳
功
征
韓
ノ
師
ア
リ
。

ノ
時
、
忍
熊
皇
子
ヲ
殺
7
ア
リ
、
仲
哀
ノ
晩
年
二
成
長
ノ
忍
熊
ヲ
捨
テ
、

紳
功
瓢
繹
モ
イ
マ
タ
別
レ
ザ
ル
胎
内
ノ
皇
子
二
位
ヲ
偲
玉
ハ
ソ
ノ
意
ァ
ル
ベ
キ
ャ

ウ
ナ
ツ
、
然
ハ
是
モ
冥
二
似
タ
リ
。

第
二
紀
三
百
年
ノ
間
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應
紳
季
年
大
山
守
ヲ
殺
7
ア
リ
嗣
皇
ノ
築
二
似
ク
リ
、

韓
ノ
師
度
々
ア
リ
、

t
翁
蝦
夷
ノ
風
二
将
軍
田
道
敗
死
ノ
7
ア
リ
、
宿
鯉
ノ
反
ア
リ
、
仲
皇
子
ノ
反
ア

＂ 
コ
ノ
帝
＾
軽
太
子
ヲ
殺
テ
自
立
ツ
玉
フ
、
大
草
香
皇
子
ヲ
殺
7
ア
リ
、

安
康
眉
輪
ノ
試
ア
リ
、

眉
輪
ノ
氣
ヲ
誅
ッ
テ
又
ア
マ
タ
ノ
皇
子
ヲ
殺
テ
自
立
ツ
玉
フ
、
宴
二
似
ク
リ
、

雄
暑
星
川
皇
子
ノ
反
ア
リ
、

仁
賢
呉
鳥
ノ
風
ア
リ
、

笙
宇
ノ
反
ア
リ
、

用
明
季
年
守
屋
ノ
風
ア
リ
、

コ
ノ
次
第
三
紀
千
歳
第
四
紀
六
百
歳
ノ
事
盆
釜
ス
。

崇
峻
馬
子
ノ
試
ア
リ
、

陶
虞
三
代
先
王
ノ
道
孔
孟
ノ
致

儒
道
後
世
百
官
ヲ
分
テ
文
臣
武
臣
吏
道
ノ
―
―
―
稲
ア
リ
テ
文
臣
ヲ
儒
卜
云
7
ァ

リ
、
是
ハ
別
ノ
7
也
混
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、

道
家
卜
云
モ
ノ
ハ
此
二
局
ッ
テ
少
異
ア
リ
、
コ
ノ
邦
ノ
役
行
者
ノ
法
ニ
ョ
ク

老
荘
似
ク
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

申
韓
刑
名

繹

迦

佛

道

顕

法

也

龍

樹

佛

道

密

法

也

逹

磨

佛

道

椰

法

也

誹
學
者
ハ
コ
ノ
分
別
ヲ
知
ズ
、
唯
儒
佛
雨
道
卜
定
メ
テ
ミ
タ
リ
ニ
誹
謗
ス

ル
故
ソ
ノ
言
ノ
節
ヮ
ヵ
ビ
ス
、
風
犬
ノ
人
ヲ
墜
二
士
農
工
商
男
女
ヲ
別
タ

ザ
ル
ガ
如
ジ
、
コ
レ
ヲ
辮
ス
ル
儒
者
又
己
ガ
修
タ
ル
學
ノ
宜
二
純
粋
ナ
ル

先
王
ノ
法
ナ
ル
ヤ
異
端
ノ
交
雑
ジ
タ
ル
ヤ
ヲ
自
知
ズ
シ
テ
徒
二
彼
ヵ
言
ニ

封
シ
テ
喧
霧
ス
ル
故
是
非
蜂
起
シ
テ
窮
極
ナ
シ
、
ヨ
ク
自
修
メ
テ
後
以
テ

人
ヲ
治
ム
ベ
シ
ト
古
人
ノ
イ
ヘ
ル
質
二
遮
ハ
ヌ

1
也
、
狙
束
春
蛋
ハ
刑
名

（ご＞

ノ
學
ナ
リ
、
ロ
ニ
ハ
先
王
ノ
道
ヲ
琥
ハ
レ
氏
ヲ
ゾ
ノ
先
王
ナ
リ
ヤ
、
ソ
ノ
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他
或
ハ
老
荘
ヲ
雑
へ
或
ハ
輝
法
ヲ
雑
フ
、
甚
キ
ハ
稗
迦
ノ
法
ヲ
雑
ル
モ
ア

リ
、
誹
學
者
ハ
浅
晒
ナ
ル
者
ト
イ
ヘ
戻
此
方
ノ
尺
二
柾
曲
ア
リ
テ
〈
彼

ヲ
正
ス

1
ハ
ナ
リ
ガ
タ
シ
、
畢
党
狐
卜
狸
卜
哩
相
フ
ハ
カ
マ
ハ
ヌ
ゾ
ョ

キ。

古
例
古
質
ヲ
守
リ
テ
ア
ナ
ガ
チ
ニ
善
悪
ヲ
問
ズ
、
日
輪
二
向
テ
ハ

古
ノ
紳
道
軍
ヲ
セ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
、
腐
櫛
ハ
セ
ヌ
7
也
ナ
ド
イ
ト
浅
諮
ナ
ル
7

ヲ
紳
道
卜
思
ク
リ
、
大
抵
粛
慎
蝦
夷
ノ
例
格
ヲ
守
ヵ
如
ツ
、
庭
裔

噂
ご
言
望
鰐
噂
疇
昇
謬
誌
記
謬
〗
噂
嬬

龍
樹
佛
法
ヲ
雑
ヘ
テ
イ
ト
浅
マ
ツ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
肺
逍
卜
云
ニ
モ

中
世
ノ
誹
道
タ
ラ
ヌ
趣
也
。

中
臣
祓
ヲ
根
本
ト
シ
テ
老
荘
ノ
無
為
ヲ
加
減
ツ
人
情
ノ
向
背
ヲ
考

近
世
ノ
紳
道
ヘ
テ
ヮ
ザ
／
＼
立
タ
ル
モ
ノ
也
、
天
和
享
保
ノ
比
ニ
ヤ
始
リ
ケ

ソ
、
ソ
ノ
後
又
敗
派
二
分
レ
タ
レ
ド
ソ
ノ
大
本
ハ
一
ナ
リ
、
或
ハ

尚
書
ノ
清
直
精
一
ナ
ト
ヲ
附
會
シ
テ
コ
ト
／
＼
＇
ッ
ク
云
モ
ソ
ノ
姦

計
ナ
ル
ベ
ッ
、

中
臣
祓
ハ
河
上
祓
除
ノ
時
ノ
腕
酷
ニ
テ
腕
史
ノ
所
職
也
、
イ
ト
浅

キ
言
ナ
ル
ヲ
稲
ミ
附
會
シ
テ
此
ヲ
吾
國
ノ
道
也
数
也
ト
ア
ガ
メ
崇

プ
ハ
捧
腹
二
勝
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
古
文
書
ノ
侶
リ
ク
ル
中
ニ
ョ
ク

／
＼
證
据
ナ
キ
7
ナ
レ
バ
コ
ソ
ワ
ヅ
カ
ニ
此
二
据
テ
ソ
ノ
一
流
ヲ

立
タ
リ
ケ
ン
、
ソ
ノ
流
ヲ
汲
人
ハ
コ
、
ノ
苦
心
ヲ
思
ャ
ル
ベ
ッ
、

ワ
ガ
邦
ヲ
帥
國
卜
稲
ス
ル
ハ
古
ノ
神
道
、
時
ノ
言
ナ
リ
、
ソ
ノ
意

ヲ
ム
カ
ヘ
テ
ミ
レ
バ
イ
ト
浅
ク
古
例
ニ
ョ
リ
ク
ル
7
也
、
左
モ
ア

ル
ベ
キ
7
ニ
テ
道
ノ
数
ノ
ト
コ
ト
ー
＼
｀
シ
ク
云
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ズ
、
前
學
者
サ
マ
ー
＼
‘
附
會
ッ
ク
ル
ハ
皆
追
ヘ
リ
。

紳

國

説

何
レ
ノ
國
ニ
テ
モ
始
テ
國
ヲ
闘
キ
タ
ル
遠
祖
ノ

1
ヲ
語
ル
ニ
ハ
皆
天
ョ
リ

天
降
リ
ッ
ト
云
、
唐
土
モ
天
竺
モ
三
韓
モ
琉
球
モ
匈
奴
腱
鞘
モ
紅
毛
モ
皆

然
リ
、
是
ハ
人
ノ
常
情
ナ
ル
ベ
シ
、
カ
ク
テ
其
遠
祖
ノ
系
統
ハ
後
二
皆
轄
変

ス
ル
也
、
唯
ヮ
ガ
日
本
ノ
ミ
ハ
コ
ノ
系
統
ヲ
竪
ク
守
テ
失
ハ
ズ
、
凡
何
事

ニ
ョ
ラ
ズ
誹
世
ノ
例
ト
ダ
ニ
イ
ヘ
バ
背
ク

1
ナ
ラ
ヌ
ト
云
國
風
ニ
テ
上
下

一
致
也
、
故
二
紳
國
卜
稲
ス
、
質
ハ
類
蒙
ナ
ル
ベ
シ
、
百
王
一
世
ノ
萬
々

世
動
キ
ナ
キ
モ
カ
、
ル
風
習
ョ
リ
出
タ
ル

1
ナ
リ
、
一
姓
ト
ハ
イ
ヘ
ド
イ

マ
ダ
姓
ハ
ア
ラ
ズ
、
唐
土
人
ノ
ロ
ヨ
リ
出
タ
ル
僻
ナ
レ
バ
精
カ
ラ
ズ
、
叉
國

王
無
姓
卜
云
シ
ー
モ
ア
リ
シ
、
木
曾
義
仲
ノ
暴
戻
ニ
シ
テ
我
闘
白
ニ
ナ
ラ

ン
ト
云
シ
時
二
、
コ
ノ
御
國
合
岬
國
ニ
テ
朦
氏
二
非
レ
バ
開
白
ニ
ハ
ナ
ラ

ヌ
例
ナ
リ
ト
云
人
ア
リ
ケ
レ
バ
サ
ラ
バ
ト
止
ケ
リ
、
是
ハ
類
蒙
ノ
至
リ
也
、

上
世
二
何
ゾ
開
白
ノ
腕
ア
ラ
ソ
ャ
、
サ
レ
ド
止
ク
ル
ハ
ヨ
シ
、
ヲ
ヨ
ソ
昔

ヨ
リ
肺
國
ト
テ
崇
プ
ハ
皆
ヵ
、
ル
類
ノ

1
也
、
今
ノ
紳
學
者
イ
フ
様
ナ
ル

ム
ッ
カ
ッ
ク
深
入
ジ
タ
ル

1
ニ
ハ
非
、
賃
鳥
馬
子
ナ
ド
ノ
逆
臣
ニ
テ
モ
天

位
二
涎
ヲ
流
サ
ヌ
ハ
皆
コ
ノ
風
習
ョ
リ
出
タ
ル

1
ニ
テ
質
ハ
天
誹
ノ
崇
禍

ヲ
怖
ル
ノ
ミ
、
唐
土
ニ
テ
イ
フ
畏
天
命
ト
ハ
別
ノ

1
也
、
紳
國
卜
云
旨
趣

ハ
此
マ
デ
ノ

1
也
、
宜
二
萬
國
二
秀
タ
ル
善
地
ト
ハ
云
ガ
タ
ジ
ャ
、
叉
ソ

ノ
紳
國
ノ
風
習
例
格
ヲ
指
テ
紳
道
卜
云
ナ
リ
、
コ
ノ
國
二
別
二
治
國
ノ
妙

道
ア
リ
ッ
ト
云
ニ
ハ
非
、
道
ハ
道
ナ
リ
、
人
ノ
ア
ユ
ミ
ュ
ク
路
筋
ナ
リ
、

（
原
本
こ
の
部
分
抹
消
ア
リ
）

0
0
0
0
0
0…
・
・
・
ソ
モ
ー
＼
唐
土
ハ
文
薗
ニ
テ
文
華
盛
ナ
ル
ハ
ヨ
ケ
レ

圧
後
世
ノ
僭
臨
誇
張
ハ
叉
此
二
因
テ
甚
ツ
キ
也
、
天
子
衰
呈
服
ヲ
被
テ
展

0
、
マ
）

ヲ
負
ヒ
玉
笏
ヲ
端
フ
ジ
詔
ヲ
下
ッ
テ
朕
以
砂
ミ
之
身
托
子
群
辟
兆
民
之
上

脚
天
之
巻
命
撫
斯
厖
宇
四
夷
風
靡
重
繹
存
芸
革
祇
解
辮
莫
弗
獣
持
朕
以
非

徳
何
用
勝
之
ナ
ド
イ
フ

1
ヲ
骨
髄
二
徹
シ
テ
喜
プ

1
也
、
是
ヲ
羨
ム
心
ョ

リ
ヤ
ガ
テ
悪
心
ノ
生
ズ
ル

1
ア
リ
、
モ
シ
機
會
ア
レ
バ
千
辛
萬
苦
ヲ
厭
ハ

ズ
義
理
ヲ
捨
テ
禍
雖
ヲ
犯
シ
テ
是
ヲ
求
ソ
ト
ス
ル
也
、
募
試
ヲ
ス
ベ
キ
ホ

ド
ノ
悪
人
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
ニ
ャ
、
モ
ス
レ
バ
「
一
ノ
大
悪
二
陥
ル
、
盛
衰
星
ノ

儀
容
誇
張
二
心
動
テ
我
知
ラ
ズ
悪
二
趨
ク
ト
ミ
ニ
タ
リ
、
盗
賊
ノ
起
リ
タ

ル
徒
黛
多
ク
ナ
レ
バ
ヤ
ガ
テ
僭
披
ス
ル
ニ
テ
モ
知
ベ
シ
、
是
ハ
文
華
ノ
弊

ナ
リ
、
顔
蒙
ノ
国
ハ
天
子
ノ
儀
容
モ
華
盛
ナ
ラ
ズ
誇
張
モ
ナ
シ
、
人
心
ヲ
欽

動
ス
ル
ニ
タ
ラ
ズ
、
人
臣
ク
ル
モ
ノ
カ
ッ
テ
衰
星
ヲ
羨
ム
意
ナ
シ
、
故
ニ

九



中
井
履
軒
手
稿
『
辮
妄
』

善
悪
皆
ソ
ノ
本
分
二
止
ル
、
是
ハ
顔
蒙
ノ
盆
ナ
リ
、
上
下
皆
頴
蒙
ナ
リ
、

コ
ノ
顕
蒙
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
紳
國
ノ
徳
卜
云
偲
ヘ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
、
是
モ
亦
顛

蒙
ニ
コ
ソ
、

菅
猪
戸
評
曰
、
吾
邦
尚
誹
其
弊
也
、
巫
卜
云
テ
ヨ
カ
ル
ベ
ッ
、
大
抵
股

ノ
風
二
肖
タ
ル

1
多
ッ
、
鬼
紳
二
崇
ヒ
事
ヘ
テ
璽
揺
ヲ
以
テ
其
民
ヲ
恐

動
ス
ル
ハ
符
節
ヲ
合
ス
ガ
如
シ
、
モ
豆
／
＼
ノ
事
鬼
紳
二
依
托
ス
ル
風

習
ナ
レ
ハ
紳
國
卜
云
シ
ナ
ル
ペ
シ
、
唯
紳
ヲ
尊
ヒ
テ
大
切
ニ
ス
ル
ノ
意

ナ
リ
、
紳
逍
ノ
数
卜
云
モ
ノ
有
ニ
ハ
非

森
列
峯
評
曰
昔
佛
法
ノ
入
末
リ
シ
ト
云
ハ
密
法
ナ
リ
、
密
法
ハ
佛
ノ
梯

稗
ニ
ッ
テ
薔
ノ
佛
道
二
非
ス
、
漢
法
ノ
入
束
リ
ッ
ト
云
ハ
刑
名
ナ
リ
、

刑
名
ハ
漢
法
ノ
梯
稗
ニ
ッ
テ
儒
道
二
非
ス
、
コ
ノ
雨
ノ
梯
稗
ガ
最
初
ニ

入
タ
ル
ヲ
此
ヲ
儒
也
佛
也
ト
テ
修
施
タ
リ
シ
ハ
ワ
ガ
國
ノ
頷
蒙
ナ
リ
、

其
梯
稗
ヲ
捕
ヘ
テ
儒
佛
ヲ
諷
ハ
紳
學
者
ノ
顔
蒙
ナ
リ
、
佛
ハ
マ
コ
ト
ニ

議
テ
ヨ
ケ
レ
圧
梯
稗
ヲ
以
テ
識
ル
ハ
肯
緊
ヲ
失
フ
、
マ
コ
ト
ノ
佛
者
ハ

是
ヲ
聞
テ
笑
テ
答
ヘ
ズ
、
儒
者
登
コ
レ
ニ
封
辮
七
ソ
ヤ
、
然
ル
ニ
コ
ノ

梯
稗
ヲ
尊
奉
宗
旨
ト
ス
ル
浮
屠
多
ツ
、
梯
稗
ヲ
主
張
ス
ル
儒
者
モ
ア

リ
、
古
ニ
イ
ハ
ザ
ル

1
ヲ
牽
合
附
會
ッ
テ
コ
ノ
國
ノ
敦
卜
云
モ
ノ
ヲ
建

立
ッ
タ
ル
誹
學
者
モ
ア
リ
、
世
ハ
サ
マ
~
＼
ニ
コ
ソ
、
抑
梯
稗
ニ
モ
ア

レ
漢
法
ヲ
偲
ヘ
テ
一
旦
國
俗
ヲ
改
タ
ル
ハ
ヨ
シ
、
此
ニ
テ
ソ
ノ
前
ノ
顔

蒙
ニ
シ
テ
文
理
ナ
キ
姿
ヲ
知
ペ
シ
、
此
ハ
制
度
文
物
ニ
テ
云
ナ
リ
、
サ

テ
紐
偲
及
諸
書
籍
次
第
二
入
束
レ
リ
、
此
ヲ
讀
習
ヒ
ヌ
レ
バ
仁
義
忠
信

ノ
敦
ハ
自
ラ
人
ノ
心
二
染
ベ
シ
、
コ
ノ
盆
ハ
叉
廣
大
ナ
リ
、
ソ
ノ
カ
ミ

マ
コ
ト
三
代
ノ
護
柴
文
章
ノ
入
束
リ
ナ
バ
イ
カ
バ
カ
リ
殊
勝
ナ
ル
ベ
キ

ャ
ト
是
ノ
ミ
残
多
ク
思
ハ
ル
、
。

〈
懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
日
〉

九一

り
論
文
ふ
広
崎
寿
「
中
井
竹
山
ノ
草
茅
危
言
二
於
ケ
ル

経
済
学
説
」
（
神
戸
経
済
大
学
〔
現
神
戸
大
学
〕
経
済
学

部
・
『
国
民
経
済
雑
誌
』
詞
・
明
治
四
十
一
年
）

こ
の
論
文
は
、
松
平
定
信
に
提
出
し
た
中
井
竹
山
の
意
見
書
を
ま
と
め

た
『
草
茅
危
言
』
の
中
か
ら
、
対
外
商
政
お
よ
び
物
価
に
つ
い
て
の
竹
山

の
独
自
の
考
え
を
考
察
し
て
い
る
。

ま
ず
対
外
商
政
の
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
井
竹
山
は
当
時
の
貿
易
で

問
題
と
な
っ
た
大
批
の
金
銀
流
出
に
ふ
れ
、
通
説
に
反
し
て
、
金
銀
流
出

は
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
常
不
可
欠
の
資
材
で
あ
る
銅
鉄
に

対
し
て
は
そ
の
海
外
流
出
を
深
く
惜
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
竹
山
は

外
国
貿
易
を
有
害
無
益
の
も
の
と
考
え
た
。
だ
が
外
国
貿
易
は
絶
対
に
禁

止
す
べ
き
だ
と
い
う
極
論
を
主
張
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

銅
鉄
に
代
わ
る
輸
出
品
と
し
て
美
濃
紙
・
墨
・
陶
器
・
人
形
な
ど
各
地
の

特
産
品
を
あ
げ
て
い
る
。
わ
け
て
も
第
一
級
の
輸
出
品
と
し
て
勧
め
て
い

る
の
は
、
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た
『
孝
経
』
・
『
四
書
』
・
『
五
経
』
・
『
国
語
』
．

『
史
記
』
・
『
漠
書
』
な
ど
の
書
物
で
あ
る
。

し
か
し
竹
山
は
、
あ
ま
り
外
国
貿
易
が
活
発
化
す
る
こ
と
を
喜
ぼ
ず
、

内
地
産
で
ま
か
な
え
る
も
の
な
ら
ば
そ
の
外
国
品
は
輸
入
禁
止
す
べ
き
だ

と
主
張
す
る
。
こ
こ
に
竹
山
の
保
設
貿
易
的
な
考
え
を
見
る
こ
と
が
で
き

る。
つ
い
で
物
価
の
面
に
つ
い
て
、
竹
山
は
当
時
の
イ
ソ
フ
レ
の
原
因
を
考




